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第 21号

長
浜
町
消
防
団
長
一
宮
信
久

球
氏
は
出
和
三
ヤ
二
年
九
月
三

十
日
を
以
り
て
任
期
満

f
と
な

り
ま
し
た
が
再
選
さ
れ
ま
し
た

昭
和
三
十
二
年
度

町

珠

算

町
消
防
団
長

現

況

十
一
月
一
日
現
在

会

計

別

琵

算

瀬

(

単

位

円

)

一

般

会

計

八

0
.
五

O
四
・
六
九

O

建
設
事
業
特
別
υ

四

0
.
三
二
八

.
0五
O

上
水
道
事
業

H

二
・
一
二
五
四
・

0
0
0

出
海
上
水
道
建
設
事
業
万
四
・

0
五

0
.
0
0
0

町
営
質
庫

H

二
・
三
七
二
.
一

0
0

国
民
健
庫
保
険
H

三
七

.
0
四
二
.
一

0
0

直
営
診
療
所

H

一
二
一
.
八
五

C
・
0
0
0

計

一

億

七

千

五

拾

万

九

百

四

拾

円

長
浜
地
区
町
議
補
欠
選
奉

旺
山
知
又
百
JR

号

日

也

2

4

f

4
宝
{
巨
友
戸
、
お
丈

て
時
間
叶
間
的
問
時
一
一
m一
一
日
一
と
い
…
日
間
創
刊
一
一
一
一
れ
れ
札
一
一
戸
即
日
目
わ
ト
ド
…
…
斜
配
一
浦
野
八
ム
介
氏
西
村
護
氏

ま

J

目
ヶ
年
を
十
ヶ
年
に
短
縮
す
る
事
一
建
期
間
の
短
縮
に
全
額
充
当
す
一
充
当
致
し
ま
し
て
、
二
ヶ
年
短
一
第
一
選
挙
区
(
長
浜
地
区
)
で
一
挙
会
に
お
い
て
こ
の
二
人
が
当

璽
-
一
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
る
様
指
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
↑
稲
す
る
と
と
に
な
っ
た
次
第
で
一
は
尾
崎
、
久
保
議
員
辞
職
に
伴
一
選
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

A
-
一
そ
の
理
由
は
昭
和
三
十
二
年
一
が
再
三
交
渉
を
重
ね
ま
し
て
、
一
あ
り
ま
す
。
一
い
去
る
十
月
十
八
日
補
欠
選
挙
一
尚
尾
崎
議
員
は
今
回
の
地
方

一
度
公
共
事
業
の
決
定
に
伴
い
、
一
港
湾
の
拡
技
、
漁
港
修
築
、
林
一
比
の
事
は
本
町
財
政
の
健
全
一
執
行
の
告
示
が
行
わ
れ
た
が
、
一
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
議

一
仕
越
工
事
補
助
八
九
八
万
円
、
一
道
開
設
、
町
林
道
延
長
、
公
営
よ
牲
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
ま
し
て
一
定
数
二
名
に
清
野
公
介
、
西
村
一
会
の
議
員
は
当
該
地
方
公
共

一
そ
の
他
町
税
四
三
九
万
円
、
交
一
住
宅
並
び
に
中
学
校
舎
の
建
築
一
御
悶
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
一
護
氏
二
人
の
立
候
補
届
出
が
あ
一
回
淋
ま
た
は
そ
の
核
開
に
対
一
安

一
付
税
三
三
七
万
円
、
前
年
度
繰
一
災
害
復
旧
事
業
等
、
建
設
事
業
一
尚
此
上
と
も
町
民
各
位
の
御
協
一
っ
た
の
み
で
候
補
者
の
数
が
定

-

L
存
負
を
寸
る
こ
と
が
出
来
一

一
越
金
二
一
三
万
円
、
合
計
一
九
一
費
に
て
一
六
九
万
円
を
振
り
一
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
一
一
関
心
い
航
和
町
一
比
較
蛤
…
一
一
一

O
五

万

円

が

計

書

以

上

の

増

政

一

当

て

、

本

町

の

建

設

事

業

を

芳

一

↑

票

と

な

り

十

月

二

十

八

日

の

選

-

た

UJ
で

&

り

ま

す

一

一
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一
新
憲
法
の
施
行
に
伴
っ
て
人
の
一
は
親
族
関
係
が
無
く
て
も
戸
主
一
筆
到
者
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
が
一
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

0

4

国
一
身
分
関
係
を
規
律
す
る
民
法
の
↑
の
同
意
が
為
れ
ば
家
族
と
し
て
一
こ
の
筆
頭
者
と
な
る
も
の
は
婚
-
そ
の
よ
う
な
向
き
は
犬
婦
双
方

i

一
中
の
親
族
、
相
続
編
が
全
面
的
一
そ
の
一
戸
官
会
で
き
た
も
の
一
焔
の
時
を
基
準
と
し
て
夫
婦
が
一
か
ら
申
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

一
に
改
正
さ
れ
、
そ
の
結
果
必
然
一
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
一
ど
ち
ら
の
氏
を
称
し
て
婚
姻
し
↑
て
夫
を
筆
頭
者
に
書
き
換
え
て

地

h

一
的
に
身
分
関
係
を
査
録
公
証
す
一
い
戸
籍
法
で
は
「
一
組
の
夫
婦
一
た
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
す
一
貰
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
今

イ
l
¥
一
る
戸
籍
制
度
も
根
ホ
酌
に
改
め
一
と
と
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
子
一
即
ち
婚
姻
の
と
さ
氏
を
改
め
な
一
度
の
改
製
の
際
に
本
来
な
ら
ば

司
一
ら
れ
、
去
る
昭
和
二
十
一
三
年
一
一
ご
と
に
戸
籍
を
編
製
す
る
」
と
一
か
っ
た
者
が
筆
頭
者
に
な
り
ま
一
妻
が
筆
頭
者
と
し
て
新
戸
籍
が

一
月
一
日
か
ら
新
し
い
一
戸
籍
法
の
一
と
が
原
則
と
な
勺
て
い
る
の
で
一
す
。
旧
法
当
時
夫
の
家
主
嫁
に
一
作
ら
れ
る
場
合
で
も
右
と
同
様

一
規
定
に
基
い
て
、
旧
法
戸
籍
中
一
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
同
一
の
f
行
っ
た
妻
は
、
そ
の
家
の
氏
に
一
に
夫
婦
双
方
か
ら
申
出
で
る
こ

一
の
第
顕
著
(
戸
籍
の
一
番
籾
め
一
戸
籍
に
「
親
夫
婦
」
と
「
長
男
一
改
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
夫
一
と
に
よ
っ
て
夫
が
筆
等
者
と
な

一
に
託
敬
さ
れ
て
い
る
者
)
で
な
一
夫
婦
」
「
叔
父
夫
婦
」
の
よ
う
な
一
の
氏
た
称
し
た
こ
と
に
な
り
ま
一
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
も

一
い
者
が
賂
姻
を
し
た
場
合
と
か
一
二
組
以
上
の
夫
婦
が
同
籍
し
て
一
す
の
で
夫
を
筆
頭
者
と
し
て
戸
一
し
こ
の
よ
う
な
取
扱
ひ
希
望
さ

て
隼
男
君
で
な
レ
者
む
夫
婦
に
一
い
る
旧
戸
籍
を
新
し
い
戸
籍
に
一
籍
を
綿
製
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一
れ
る
向
き
は
速
か
に
町
役
場
に

一
一
寸
供
が
生
れ
た
場
合
な
ど
桜
会
一
改
製
す
る
と
い
た
し
ま
す
と
、
一
す
の
ま
た
旧
法
当
時
に
は
婿
養
一
市
中
出
ら
れ
る
こ
Lm
が
必
要
で
す

一
あ
る
句
に
糸
一
戸
籍
を
作
っ
て
白
一
「
親
夫
婦
L
「
長
出
力
夫
婦
」
「
叔
ハ
久
一
子
縁
組
婚
姻
と
い
っ
て
家
付
の
一
叉
旧
法
中
に
親
が
分
家
を
す
る

一
然
に
旧
法

E
F籍
が
無
く
な
る
一
夫
婦
」
と
夫
婦
を
単
位
と
し
た
一
娘
と
婚
姻
す
る
と
同
時
に
、
そ
一
際
に
子
を
本
家
に
残
し
て
い
た

一
こ
と
を
待
つ
こ
と
に
し
て
参
り
一
三
つ
の
戸
籍
が
作
ら
れ
、
そ
し
一
の
娘
の
父
母
と
養
子
縁
組
を
す
一
た
あ
現
在
親
子
が
本
家
、
分
家

一
ま
し
た
が
、
ま
だ

1
1
多
く
の
一
て
そ
れ
ら
の
夫
婦
の
子
供
は
そ
一
る
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
こ
の
一
の
戸
籍
に
分
れ
て
い
る
よ
う
な

¥
一
旧
戸
籍
が
残
っ
て
お
り
ま
す
の
一
れ
ぞ
れ
そ
の
父
母
の
戸
籍
に
入
一
場
合
に
は
妻
の
家
に
夫
が
入
り
一
方
は
速
や
か
に
父
母
の
戸
籍
に

て
、
市
校
所
や
町
村
役
場
で
は
一
籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
c

ま
一
そ
の
家
の
氏
を
名
乗
っ
た
こ
と
一
入
籍
す
る
届
出
を
し
て
お
か
な

い
よ
/
¥
m
'曾
匹

f
-
日
か
ら
一
た
、
現
在
好
姻
中
で
な
い
も
の
一
と
な
り
犬
が
妻
の
氏
を
称
し
た
一
い
と
戸
籍
の
改
製
が
終
っ
て
か

全
国
一
斉
h
旧
か
の
戸
籍
を
新
一
に
子
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
親
一
こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
妻
を
筆
一
ら
は
親
子
が
同
一
戸
籍
に
な
る

混
む
規
定
に
よ
る
戸
籍
納
製
の
一
子
に
つ
い
て
新
戸
籍
を
編
製
し
一
頭
者
と
し
て
戸
籍
を
編
製
す
る
一
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

基
準
に
よ
っ
て
全
苛
綿
製
替
え
一
ま
す
。
な
お
、
従
前
の
旧
戸
籍
一
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
夫
婚
姻
一
ら
、
遅
く
と
も
来
年
三
月
ま
で

を
す
る
詰
知
的
な
仕
事
が
始
め
一
に
父
母
が
と
も
に
在
籍
し
な
い
一
に
よ
っ
て
夫
が
妻
の
家
に
入
つ
一
に
は
こ
の
手
続
を
済
ま
さ
れ
る

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
c

一
よ
う
な
子
が
あ
み
場
合
は
そ
の
一
た
場
合
も
新
法
に
よ
っ
て
戸
籍
一
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
外
旧

と
の
こ
と
を
戸
籍
の
改
製
と
い
一
子
に
つ
い
て
は
一
人
ご
と
に
新
一
を
綿
製
す
る
と
き
は
妻
が
筆
頭
一
法
中
に
戸
主
が
死
亡
さ
れ
て
家

う
の
で
ゐ
り
ま
す

F

従
前
の
旧
一
戸
町
旧
が
作
ら
れ
る
と
と
に
な
り
一
者
と
な
る
こ
と
は
同
線
で
あ
り
一
替
相
続
を
し
た
の
に
そ
の
居
出

法
に
よ
る
戸
籍
は
皆
さ
ん
も
御
一
ま
す
。
そ
こ
で
、
宍
婦
に
つ
い
一
ま
す
。
さ
て
皆
さ
ん
の
中
に
は
一
が
済
ん
で
い
な
い
方
や
そ
の

承
知
の
如
〈
、
戸
主
及
び
ぞ
の
一
て
新
戸
籍
が
作
ら
れ
る
場
合
に
一
右
に
申
述
べ
ま
し
た
よ
う
な
旧
一
他
戸
籍
の
手
続
を
し
よ
う
と
考

家
族
は
全
部
一
つ
の
戸
籍
に
記
一
ど
ち
ら
が
そ
の
戸
籍
の
筆
頭
者
一
法
中
に
婿
嫡
子
縁
組
熔
姻
又
は
一
え
な
が
ら
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い

載
せ
ら
れ
、
家
族
と
し
て
は
戸
一
、
と
し
て
記
載
さ
れ
る
か
と
申
し
一
入
夫
熔
姻
を
さ
れ
た
方
で
入
籍
一
よ
う
な
方
は
是
非
戸
籍
の
改
製

主
の
表
や
子
供
だ
け
で
な
く
、
一
ま
す
と
、
必
ず
し
ふ
男
で
あ
る
一
し
た
一
戸
籍
の
筆
頭
に
妻
が
記
載
一
着
手
ま
で
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う

お
じ
お
ば
、
兄
弟
姉
妹
そ
の
一
故
に
筆
頭
に
記
載
さ
れ
る
と
は
一
さ
れ
夫
が
そ
の
妻
の
次
に
記
載
一
特
に
お
す
す
め
し
ま
す
。
と
の

他
戸
主
の
親
族
関
係
が
あ
れ
ば
一
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
戸
籍
の
筆
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
好
ま
し
く
↑
際
、
皆
さ
ん
方
は
来
年
四
月
か

同
籍
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
に
一
頭
に
記
載
注
れ
る
者
を
戸
籍
の
一
な
く
考
え
て
い
ら
れ
る
方
が
あ
一
ら
旧
一
戸
符
の
改
製
が
行
わ
れ
る

の

一
宮
亀
久
雄
氏

再

選
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二
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二
年
九
月
三
十
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以
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任

期
前
了
と
な
り
ま
し
た
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、

去
る
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会
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い
て
再
選
さ
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ま
し
た
c
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作
り
ま
し
ょ
う

永
年
勤
績
町
議

会

議

員

表

彰

三中惣土表組田I
三区瀬居彰合税本
三 納し及納町
三 '税たび税で
霊がか組。関成ヤ土

言 合係績昭
三 者優和
三芙実白 を良三
喜和51'日海 そな十
三 叫れる一
三H “ Ef 六左年
三)↓と ¥記度

三 第第第橋白第第
三 小 森 浦 四 四 十 立 方 十 八
三 松上十十四上ご区
三 高茂梅七一区区十
言 数夫子区区庁庁グ三。
三三三 " λ~/ 

霊 長長長-...-... -... _...._ _...._ -...--._ 
言 浜浜浜 長喜白白白
三 十十 浜多滝滝滝
喜 七一四。庁灘
三 区区区 。府グかか

優

良

納
税
組
合
等
表
彰

-I'( 

去
る
九
月
二
十
日
愛
媛
県
民

館
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行

十
週
年
配
念
町
村
議
会
議
員
大

会
か
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
左

の
議
員
さ
ん
方
が
永
年
勤
続
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

石

田

政

雄

久

保

育

蔵

川
井
酉
太
郎

東

豊

赤

穂

直

城

津

田

利

広

村
上
惟
一

点

伯

稲

田

政

光

尾

崎

運

衛

一
宮
亀
久
雄

今
村
林
五
口

減

上

愛

明

長
浜
町
公
営
住
宅
起
工
式

係団祭す営度
者地をる住に長
等にさと宅お浜
参おるとこい同J
チIjい十に十てで
のてーな戸割は
上回f月りを当昭
執長十と左の和
行外九れ記あ三
し議日がにつ十
た会沖地建た二
。関滞鎮設公年

長 豊沖櫛
浜 茂浦生第
地第~/。地二
区一 区種
種住
住宅
宅

女
部
大
臣
表
彰

校
医
赤
穂
直
城
氏

過
日
千
葵
県
舘
山
市
で
開
催

さ
れ
た
第
七
回
全
国
学
校
保
健

大
会
に
お
い
て
、
校
医
赤
穂
直

城
氏
は
、
へ
さ
地
校
青
島
小
中

学
校
々
医
と
し
て
三
十
ヶ
年
間

勤
続
、
学
校
保
健
の
た
め
尽
¥
力

さ
れ
た
功
に
よ
り
文
部
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

月
十
八
日
関
係
者
参
列
現
地
に
一

お
い
て
執
行
し
た
。

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
一
二
一

O
坪

今
年
度
建
設
決
定
を
み
た
青
一
事
業
費
七
二
九
万
円

島
中
学
校
起
工
式
を
さ
る
十
二
工
事
請
負
者
一
宮
工
務
庖

t
s
a
-
-
n
a
z
z
ヨ
Z
2
2
3
a
z
E
R
E
4
5
4
m
E
E
E
=
E
2
2
5
2
E闘
a
E
E
E
E
冒
掬

4
E福
岡

W
E
S思
a
a
習

ほ
ま
れ
の
表
彰

社
会
福
祉
事
業
巧
労
者

民
生
委
員
大
日
秀
善
日

町

役

場

書

記

森

議

E

青
島
中
学
校
起
工

式

去
る
十
月
一
二
、
四
日
の
両
日
に

わ
た
り
県
民
舘
に
お
い
て
第
五

回
県
社
会
福
祉
事
業
大
会
が
開

催
さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
巧
労

者
と
し
て
、
民
生
委
員
大
白
秀

普
氏
(
出
海
地
区
」
優
良
社
会
福

祉
事
業
事
務
従
事
者
と
し
て
、

町
役
場
書
記
森
議
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
た
。

出
沌

め
一
化
も
貯
蓄
の

つ
ぼ
み
か
り

f

納
税
貯
蓄
組
合
を

こ
と
を
御
承
知
に
な
っ
て
、
戸

籍
の
こ
と
で
何
か
お
気
づ
き
の

こ
と
が
あ
れ
ば
な
る
べ
く
早
く

町
役
場
の
戸
籍
係
に
御
相
談
さ

れ
る
と
と
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

噌医

E← 

た
そ

r
h
t
l
t
r
l

J 
J 一

ご
戸

一
八
戸

五
戸

五一戸

/~ 
噛~、 動謹ま〉し話↑事

J盟国
議議

開明
、も

生活的改善は謡しめいで

公明選翠についてもお亙で言語しあいま

L 

手本
主
吋
ノ
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しよ
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第 21号

どっ

まで

キ

り?可s罷の同了(毎月一回発行)

期
期

し
用

と

昭和32年九月初日

』臨

τc.-
7c 

使

、羽島

一一

お
年
玉
付
き

年
賀
は
が
き
に
つ
い
て
お
願
い

松
山
郵
政
局
長

ナまし辛子

森

井

節

雄

関保を上手に利用して下さい

ー一一
一

一
一一一-
2 

一一= 

一

一
= 

ヰ

ー
ヨ

青
島
が
指
定
さ
れ
る

磁
島
振
興
法
と
は
本
土
よ
り

隔
絶
せ
る
離
島
の
特
殊
事
情
よ

り
く
る
後
進
性
を
除
去
す
る
た

め
の
基
礎
条
件
の
改
善
笠
ぴ
に

産
業
振
興
に
関
す
る
対
策
を
樹

立
し
、
こ
れ
に
基
く
事
情
を
迅

速
且
つ
強
力
陀
実
施
す
る
こ
と

に
依
っ
て
、
そ
の
経
済
力
の
培

養
、
島
民
の
生
活
の
安
定
及
び

L
L
(

一
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
が
目
的

一
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
青

は
一
島
に
於
い
て
も
か
与
る
目
的
を

と
ι
一
達
成
致
す
べ
く
過
般
比
れ
が
指

長
一
定
を
受
く
る
阻
ま
る
事
業
計
画

材
一
を
樹
立
し
申
請
致
し
ま
し
た
給

て
・
-
果
、
去
る
八
月
十
四
日
付
離
島

ゴ
ロ
一
振
興
法
に
よ
る
離
島
振
興
対
策

一
実
施
地
凶
と
し
て
国
の
指
定
を

一
受
く
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

一
比
の
指
定
地
域
青
島
の
主
な
-

一
振
興
計
画
は
次
の
通
り
で
あ
り
一

一
ま
す
が
、
か
〉
る
事
業
の
実
施

に
当
つ
て
は
島
民
は
も
と
よ
り
一

町
民
各
伎
の
絶
大
な
る
御
協
力
…

を
得
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま
叫

す
と
共
に
本
島
の
民
度
が
一
日
月

も
早
く
本
土
並
に
向
上
さ
れ
本
…

指
定
の
実
の
挙
ら
ん
事
会
}
渇
望
日

致
し
ま
す
。

。
青
島
振
興
計
画
主
た
る
事
業

名
一
、
青
島
海
岸
護
岸
復
旧
工
事

一
一
、
青
島
漁
港
修
祭
事
業

三
、
航
路
設
備
事
業

四
、
農
道
開
設
事
業

五
、
水
産
増
殖
事
業

六
、
簡
易
下
水
道
布
設
事
業

七
、
青
島
直
営
山
花
療
所
開
設
事

業

八
、
水
産
実
習
船
建
造
事
業

九
、
中
学
校
新
築
事
業

十
、
公
民
舘
増
築
事
業

そ
の
他

医A

。B

庁 c
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医 g

。c
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こ
れ
で
は
早
〈
癒
る
病
気
も

却
っ
て
重
く
成
る
で
し
ょ
う
。

薬
品
は
適
法
に
適
量
使
用
し
て

こ
そ
薬
で
す
が
度
を
過
せ
ば
生

命
を
危
険
に
さ
ら
す
毒
薬
と
な

る
事
を
知
、
ら
な
い
人
は
無
い
と

思
い
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
人
が
一
日
も

早
く
癒
り
度
い
と
焦
る
気
持
は

理
解
出
来
ま
す
け
れ
ど
も
そ
の

焦
り
が
却
っ
て
病
気
を
悪
化
さ

せ
長
引
か
せ
て
居
る
事
に
気
付

い
て
頂
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

又
一
方
こ
の
様
な
無
茶
な
利

用
を
さ
れ
な
が
ら
あ
の
医
師
で

は
癒
ら
な
か
っ
た
あ
の
医
者
は

頼
り
無
い
と
か
何
と
か
病
気
の

長
引
く
の
を
総
て
医
師
の
責
任

で
あ
る
か
の
如
く
云
は
れ
る
お

医
者
さ
ん
こ
そ
全
く
災
難
で
す

病
気
に
な
っ
て
医
師
の
門
を

叩
く
以
上
は
そ
の
医
師
の
指
示

を
忠
実
に
守
っ
て
療
養
に
努
め

万
一
医
師
を
変
る
必
要
の
あ
る

場
合
は
、
か
L
り
付
け
の
医
師

か
ら
添
書
し
て
も
ら
っ
て
次
の

医
師
に
か
与
る
位
の
心
構
が
無

く
て
は
な
り
ま
す
ま
い
、

ζ

i

ま
で
患
者
か
ら
信
頼
さ
れ
L

ば

お
医
者
さ
ん
も
う
っ
か
り
出
来

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
多
分
お
聞
き
に
な

っ
た
事
と
恩
い
ま
す
が
十
一
月

十
日
頃
の
朝
の
ラ
ジ
オ
で
「
私

も
一
号
己
の
時
間
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
愛
媛
県
立
中
央
病

院
の
西
岸
先
生
が
「
お
互
は
家

庭
医
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
人
気

を
信
頼
し
て
彼
方
比
方
の
医
者

一
長
浜
地
幅
一
委
員

協

議

会

結

会
長
明
関
定
一
副
会
長

高
敷
渡
壁
保
氏
就
任

凶 E霊鴎翻圏盤騒圏

霊霊園幽霊童

開園園陸圏圏盟関

長
浜
地
区
(
大
字
長
浜
、
仁

久
、
青
島
、
黒
田
、
沖
浦
)
委

員
協
議
会
が
去
る
十
月
八
日
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
目
的
と
す
る
こ
と
は
、

地
区
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
昂

め
相
互
の
連
絡
を
密
に
し
て
担

当
す
る
事
務
の
能
率
的
な
処
理

を
行
う
と
共
に
町
行
政
に
対
す

る
民
意
の
活
発
な
反
映
を
団
り

町
の
発
展
の
寄
興
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
当
日
決
定
し
た
役
員
は
次

の
通
り
で
す
。

会

防

長

明

関

副

会

長

小

森

工、
三

、

高 定
数市

定成

渡

壁

保

門
回
喜
与
一
(
ゴ
一
区
)

高
木
忠
登
(
五
区
)

松
本
忠
秋
(
十
区
)

森
茂
夫
(
十
一
区
)

笹
本
国
太
郎
(
十
四
区
)

大
野
雅
幸
(
二
六
区
)

日
賀
志
秀
雄
(
コ
二
区
)

山
崎
秀
雄
(
三
セ
区
)

上
田
義
勝
(
三
九
区
)

藤
井
起
一
(
四
二
区
)

池
田
松
一
二
(
四
五
区
)

松
本
作
次
郎
(
四
七
区
)

大
谷
仙
男
(
黒
田
)

水
木
己
釆
生
(
沖
浦
)

理
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け
ま
し
ょ
う

つ
】
自
転
車
は
年
間
を
通

F
F
『
~
じ
て
被
害
が
発
生
し

ハ
ト
レ
日
て
お
り
ま
す
の
で
次

』
来
一
の
点
に
留
意
し
て
下

4

』
干
さ
い
。

-

}

ト

左

記

d

t

d

l
自
転
車
を
表
に
置

干
」
円
い
て
置
く
場
合
は

E

必
ず
施
錠
す
る
こ

切

と
な

2
特
に
夜
間
は
表
に

L

置
か
ず
屋
内
に
入

4

4

れ
る
こ
と

p
hソ

3
自
転
車
等
の
特
徴

.

，

な

ど

は

よ

く

調

ベ

ー

と

て

お

い

て

盗

難

に

寸

伊

}

か

L

っ
た
際
す
ぐ

A

主

利

用

出

来

る

よ

う

一E
一

に

し

て

お

く

事

誠
司

4
被
害
が
あ
っ
た
ら

恥
i

す
ぐ
警
察
へ
届
出

ピ
E

る
こ
と
数
日
も
た

っ
て
届
出
が
あ
る

と
手
配
す
る
の
に

困
り
ま
す

門口

i
ー
さ
る

引
明
下
う

が
同
一
刊
を

l

J

判

設

刊一一一明施

翻国間

3

f
つ
枇

戸
因
調
和
一
は
稿

4
4
昭
に
み
ー
を
れ

お
」
一
日
引
手
さ

〉
富
士
一
切
十

一5
い
い
円
寸
一
離
島
振
興
法
に
よ
る
離
島
に

盗也
1

1

配一

4
単
月
用
は
幅
一

宮
骨
叫
羽
4
3
i
h坦
人

J

一

一

唱
ム
て
用
赤
一

一
回
む

L
使
日
一

コエ
3
と
の
?
一

一
三
和
賀
後
会
一

一
お
十
昭
年
以
金
一

リ

』

募

一

ー

お

間

間

同

j
む

郵
政
省
に
お
き
ま
し
て
は
本
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
が
例
年

年
度
も
お
年
玉
付
年
賀
は
が
ぎ
一
の
こ
と
な
が
ら
利
用
者
の
方
々

を
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一
は
こ
れ
等
郵
便
物
を
年
末
に
押

た

。

一

し

迫

り

ま

し

て

一

時

に

多

数

お

御
承
知
の
と
お
り
年
賀
は
が
一
差
出
し
に
な
る
関
係
上
郵
便
局

き
の
寄
附
金
は
昭
和
二

f
四
年
一
の
取
扱
や
輸
送
ょ
に
交
障
を
生

以
降
現
在
ま
で
社
会
福
祉
事
業
一
じ
一
部
の
方
々
に
対
し
御
迷
惑

に
貢
献
し
て
お
り
ま
し
て
、
昨
一
を
お
か
け
し
た
事
例
も
御
座
い

年
度
寄
附
金
に
よ
る
当
局
管
内
一
ま
す
の
で
、
本
年
は
特
に
年
末

の
割
当
は
参
千
八
百
余
万
円
で
一
の
郵
便
物
の
御
利
用
等
に
つ
い

目
下
次
々
と
配
分
中
で
御
座
い
一
て
一
層
の
御
協
力
を
得
ま
し
て

ま

す

。

一

郵

便

局

に

お

け

る

円

滑

な

業

務

次
に
年
賀
郵
便
の
取
扱
は
郵
一
の
取
扱
に
万
全
を
期
し
た
い
と

便
局
に
お
守
ま
し
て
は
年
間
を
一
念
願
し
て
い
る
次
第
で
ど
ぎ
い

通
じ
最
大
の
行
事
で
る
り
ま
す
一
ま
す
。

が
安
定
し
た
社
会
状
態
を
反
映
一
よ
ろ
し
く
御
協
カ
の
程
お
願

じ
年
賀
状
あ
る
い
は
贈
答
用
小
一
申
上
げ
ま
す
。

包
等
の
差
出
は
毎
年
増
加
の
一
一

国
民
健
康
一
増
加
と
な
ら
な
い
様
に
上
手
な

保
険
は
全
町
一
保
険
の
利
用
方
法
を
工
夫
し
な

実
施
以
来
町
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

民
各
位
の
理
一
先
に
述
べ
た
通
Q
吾
町
の
国

解
あ
る
御
協
一
保
の
利
用
率
が
非
常
に
一
高
い
事

カ
に
よ
り
順
一
は
よ
い
と
し
て
も
綿
密
に
調
査

調
な
事
業
実
十
し
て
見
ま
す
と
其
中
に
は
随
分

績
を
挙
げ
て
一
無
駄
な
利
用
を
し
て
居
る
人
が

ま
い
り
ま
し
一
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
円
。
特
に
其
一
そ
の
-
例
を
次
に
示
し
て
見
ま

の
利
用
の
状
一
す
と

態
は
県
下
で
一
日

も
最
高
の
率
一

を
示
し
て
居
一

り
ま
す
。
比
一

の
事
は
国
保
一

が
お
互
の
白
一

常
生
活
か
ら
一

切
離
す
事
の
一

出
来
な
い
も
一

の
で
あ
る
と
一

云
う
事
と
町
一

民
各
位
の
国
一

保
認
識
の
度
一

合
を
一
不
す
も

の
と
し
て
受

取
る
事
が
出

来
る
と
思
い

ま
す
。然

し
な
が

ら
利
用
の
度

合
が
高
く
な

れ
ば
な
る
程

、
保
険
税
其

の
他
の
負
担
も
お
互
の
上
に
童

く
か
L

っ
て
来
る
事
を
考
へ
て

置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ

こ
で
お
互
は
国
保
を
充
分
に
利

用
し
つ
L
然
も
無
暗
な
負
担
の

d渇
A得
W
恥

Taも
dwa続
出
、
食

wagw明
A
U
W

(
黒
ぬ
り
の
日
が
診
療
又
は
投

薬
を
受
け
て
居
る
百
)

右
は
甲
と
一
式
う
患
者
が
九
月
中

に
全
一
の
病
気
で
五
人
の
内
科

医
師
に
か
i

っ
て
居
ま
す
。
然

も
図
の
示
す
通
り
十
七
日
は
二

人
の
医
師
十
八
、
九
日
は
三
人

の
医
師
二
十
、
二
十
一
日
は
二

人
の
医
師
に
夫
々
重
複
し
て
投

薬
を
受
け
て
居
り
ま
す
。
各
医

師
か
ら
出
さ
れ
て
居
る
診
療
報

酬
請
求
書
に
顕
は
れ
て
居
る
病

名
も
全
一
な
ら
注
射
や
投
薬
も

同
じ
で
す
。
こ
の
患
者
は
果
し

て
こ
れ
だ
け
の
薬
を
全
部
利
用

し
た
の
で
し
ょ
う
か
・
EE---
そ
の

う
え
医
師
を
変
る
度
に
初
診
料

四
十
六
円
も
無
駄
な
支
出
と
な

っ
て
居
る
訳
で
す
。

又
乙
患
者
は
九
月
中
四
人
の

医
師
に
全
一
の
病
気
で
か
L
り

然
も
全
一
日
に
二
人
の
医
師
の

初
診
察
と
投
薬
玄
受
け
て
居
ま

す。
ロμ
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ず
と合理的な食生活です

ア ンバランスで

不足から?

年食

f兎

つ

の

食生活の改善
築養が豊かで経済的な麦食(粉食うはも
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ゼタミンミネラノレの
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中
執

開T(毎月プ J発行)昭和32年11用20日(三)
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流

戚

イ

ン

ブ
M

ル
耳

ν、サ

大
い
に
暴
れ
ん
と
す
日

t 

L 

正 芳
行朗
氏氏

こ
の
一
委
員
さ
ん
は
、
松
山
法

務
局
と
協
力
し
て
、
み
な
さ
ま

の
自
由
や
、
権
利
が
侵
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
し
て
頂
く
と
と

一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
ど
う
か
御
遠
慮
な
く
御
相
談

品
下
さ
い
。

療
養
費
の
克
給
に
つ
い
て

〔
甲
凶
国
民
健
康
保
険
で
は
受
診

証
を
使
う
事
が
出
来
な
か
っ
た

場
合
療
養
給
付
の
か
わ
り
に
療

養
資
の
支
給
を
受
け
る
事
が
出

来
る
と
聞
き
ま
し
た
が
具
体
的

に
何
の
様
な
場
合
を
云
う
の
で

'
し
子
J

民
民
ノ
e

〔
係
〕
受
診
証
の
使
用
が
出
来
な

い
場
合
と
は
こ
れ
か
ら
か
L
ろ

う
と
す
る
医
師
歯
科
医
師
が
い
町

て
国
保
の
官
険
療
養
を
担
当
す

る
と
云
う
契
約
を
し
て
居
な
レ

場
合
だ
け
で
す
む
現
在
刊
の
国

保
は
愛
妓
県
の
医
師
会
歯
科
医

師
会
員
一
と
一
お
し
て
契
約
し
て

居
ま
す
の
で
県
内
で
は
末
尾
に

掲
載
す
る
医
師
歯
割
引
医
師
必
外

は
何
処
で
も
受
診
証
が
使
用
出

来
ま
す
。
こ
の
受
診
証
の
使
用

出
来
る
医
療
機
関
へ
現
金
を
払

っ
て
来
て
も
療
養
費
支
給
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

門
甲
凶
そ
れ
で
は
町
の
国
保
と
契

約
の
出
来
て
居
な
い
医
療
機
〆
関

へ
か
与
っ
た
場
合
は
何
時
で
も

療
養
韓
国
一
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
の

門
係
凶
何
時
で
も
無
条
件
で
給
付

を
受
け
る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
。
伝
染
病
院
等
に
強
制
収
容

せ
ら
れ
(
其
病
院
と
契
約
が
出

来
て
居
な
い
v
場
合
)
薬
価
や
食

品
買
の
一
部
分
を
現
金
で
徴
収
せ

ら
れ
た
時
や
県
外
旅
行
中
で
発

病
し
た
場
合
又
は
特
殊
な
処
置

うしょ交通事故者訪ぎま
今
年
も
交
通
事

故
が
ふ
え
て
お

り
ま
す
。

特
に
行
楽
期
に

は
多
く
発
生
致

し
ま
す
-
次
の

よ
う
な
注
意
を

喚
起
し
て
交
通

車
故
を
無
く
し

ま
し
ょ
う
。

戸
い

1
行
楽
に
酒
は

っ
き
も
の
で

あ
る
が
運
転

者
は
酒
を
慎

し
む
こ
と
。

2
ょ
っ
ば
ら
い

運
転
で
特
に

多
い
の
は
白

家
用
自
動
車

に
よ
る
場
合

で
あ
る
自
家

用
自
動
車
の

場
合
運
転
者

で
あ
る
と
同

時
に
行
楽
客

を
要
す
る
傷
病
の
療
養
担
当
者

で
は
む
つ
か
し
く
他
の
医
療
機

関
を
利
用
す
る
事
に
つ
い
て
町

の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
限
ら

れ
て
居
ま
す
。

門
甲
〕
そ
れ
で
は
大
学
病
院
と
か

他
市
保
の
病
院
へ
入
院
し
様
と

す
る
時
は
事
前
に
承
認
守
受
け

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
c

門
係
一
回
そ
う
で
す
。
旅
行
中
等
で

緊
急
止
む
を
得
な
い
場
合
以
外

は
予
じ
め
町
の
承
認
を
受
け
わ

ば
な
り
ま
せ
ん
a

門
市
凶
骨
折
等
で
医
師
以
外
の
接

骨
師
や
柔
道
翠
腹
術
師
に
か
L

Z
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
@

門
係
〕
接
骨
師
や
柔
道
持
腹
術
師

ほ
医
療
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
医
師
の
同
意
を
得
て
か
か

っ
た
場
合
の
み
認
め
ら
れ
ま
す

医
師
の
且
意
書
が
無
い
と
療
養

費
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

門回
l

〕
接
骨
師
に
か
か
ろ
う
と
す

る
時
医
師
の
合
意
を
受
け
る
事

は
大
変
免
倒
な
事
で
す
が
何
と

か
省
略
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

門
係
一
日
支
給
す
る
療
養
費
も
国
の

補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
補

助
金
の
交
付
を
受
け
る
以
上
国

の
指
示
に
従
は
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
医
師
の
同
意
書
令
附
す
る
こ

と
は
国
の
方
針
で
す
か
ら
多
少

手
数
で
も
我
慢
し
て
履
行
し
て

頂
か
ね
ば
療
養
費
支
給
の
対
象

阻
可
，
t
a悶
v
t
t唱
1t'av--2a明
』

1
b
y
l
M可
，
t
h
w

‘、a7
1晶

‘
の
一
員
で
あ
る
場
合
が
多
い

と
思
わ
れ
る
か
ら
お
互
に
気

を
つ
け
る
こ
と

3
ま
た
歩
行
者
の
酪
甑
俳
佃
中

に
よ
る
事
政
も
多
い
か
ら
飲

酒
の
際
は
特
に
交
通
秩
序
を

み
だ
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け

る
こ
と

4
貨
物
自
動
車
の
荷
台
乗
車
が

よ
く
行
わ
れ
多
く
の
犠
牲
者

を
出
す
場
合
が
多
い
か
ら
こ

れ
を
行
わ
せ
な
い
よ
ら
に
す

る
こ
と

五
対
面
交
通
の
励
行
に
つ
い
て

た
い
商
交
通
は
歩
道
と
車
道

の
区
別
の
な
い
道
路
で
人
は

右
側
車
は
左
側
を
通
行
し
て

こ
れ
を
守
る
こ
と

。
踏
切
に
お
け
る
安
全
確
認
の

励
行

l
踏
切
事
故
の
原
因
を

調
べ
て
み
る
と
八
割
以
上
が

松

山

赤

十

字

看

護

学

生

募

集

に
は
な
ら
な
い
の
で
す
c

門
甲
〕
腰
が
痛
く
て
あ
ん
ま
に
か

か
り
た
い
時
保
険
は
使
え
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か

G

係
凶
保
険
の
給
付
は
疾
病
傷
病

に
つ
い
の
「
療
養
」
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
c

あ
ん
ま
に
か
か

る
場
合
療
養
行
為
と
認
め
ら
れ

る
場
合
と
慰
安
行
為
と
見
る
べ

き
場
合
と
あ
っ
て
其
さ
か
い
が

非
常
に
む
つ
か
し
い
の
で
す
だ

か
ら
比
の
場
合
も
傷
病
の
療
養

の
一
環
と
し
て
あ
ん
ま
に
か
i

る
事
が
必
要
で
あ
る
と
医
師
が

認
め
た
場
合
に
限
り
給
付
の
対

象
と
な
る
訳
で
す
。

〔
甲
〕
そ
れ
で
は
療
養
費
の
支
給

を
受
け
ら
れ
る
の
は
旅
行
中
の

実
発
的
た
事
故
を
除
い
て
は
殆

ん
ど
事
聞
に
町
の
承
認
或
は
医

師
の
同
意
を
受
け
ね
ば
な
ら
な

い
事
に
な
り
ま
す
ね
。

門
係
一
回
一
応
其
の
様
に
お
考
へ
願

J

J

て
見
直
け
ば
間
違
は
起
り
ま
せ

ん
。
こ
う
昨
上
げ
る
と
大
変
窮

震
な
様
で
す
が
こ
れ

4
適
正
た

療
養
給
付
を
行
い
お
互
の
納
め

士
山
林
険
殺
を
無
駄
に
伎
は
な
い

為
に
き
詑
ら
れ
て
居
正
事
で
す

か
ら
免
倒
で
も
き
ま
り
を
守
っ

て
頂
〈
事
が
や
が
て
は
お
互
の

利
益
と
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
の

て
す
か
ら
此
上
と

t
一
層
の
働

協
力
を
御
悔
い
し
ま
す
.

療
養
担
当
者
で
な
い
医
師
並
に

医
療
機
関

大

州

市

産

婦

鎌

田

五

郎

松
山
市
耳
鼻
古
川
林
三
郎

宇

和

島

市

紅

門

沖

良

男

松

山

市

内

小

松

田

陸

新

居

浜

市

内

外

三

木

基

雄

新
居
浜
市
健
信
診
療
所

新
居
浜
市
住
友
別
子
病
院

日
赤
募
金
運
動
に
つ
い
て
は

平
素
格
段
の
御
高
配
と
御
バ
、
ヵ

を
頂
き
有
難
く
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。

さ
て
日
赤
県
支
部
に
お
き
ま

し
て
は
昭
和
一
二
十
三
年
度
松
山

赤
十
字
高
等
看
認
学
院
看
白
設
婦

学
生
を
募
集
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

受
験
希
望
者
は
町
役
場
児
日

赤
長
浜
伊
区
係
へ
お
尋
ね
下
さ

、lhv

コU三ロ

wmA

出
騎
手
続
昭
和
三
十
三
年

二
年
十
八
日
迄
に
玖
炉
事
類
を

整
え
受
験
料
一

O
O刊
を
添
え

て
「
松
山
市
中
一
万
町
松
山
赤

十
字
高
等
看
護
学
院
」
宛
に
差

出
す
こ
と
c

A
会
費
生
又
は
自
費
生
採
用
及

び
身
上
調
査
室
百

円
写
真
(
六
ヶ
月
以
内
に
撮
影

し
た
名
刺
型

=一三一一=一三一一一一一一=一三一三一一コ一一一一三一一一一一一三一三一一三一

夫
婦
の
協
力
で

家

家
族
計
画
は
た
だ
単
に
「
欲

し
い
だ
け
の
数
の
子
供
を
欲
し

い
時
に
産
む
」
「
子
供
は
す
べ
て

望
ま
れ
た
子
供
と
し
て
産
む
」

具
体
的
な
現
象
だ
け
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
に

生
れ
た
人
間
が
物
質
的
に
も
精

神
的
に
も
ま
た
社
会
的
に
も
恵

ま
れ
た
生
活
を
送
る
。

そ
う
い
う
生
活
の
内
容
の
理

想
を
唱
え
実
践
す
る
た
め
の
も

の
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
最
も
身
近
な

問
題
と
し
て
受
胎
調
節
が
大
き

自
動
車
そ
の
他
の
車
馬
に
よ

る
も
の
で
本
人
の
不
注
意
に

よ
る
列
車
の
直
前
横
断
で
あ

る
か
ら
踏
切
で
は
一
旦
停
っ

て
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
め

て
か
ら
横
断
す
る
こ
と

庭
C
戸
籍
謄
本

日
卒
業
証
明
書

わ
れ
在
学
中
の
成
績
証
明
書

F
受
験
料
一

C
O円

※
教
育
場
所
松
山

p

赤
十
字
高

等
看
設
学
院

-M・
教
育
期
間
三
ヶ
年

※
募
集
入
口
貝
日
費
生
十
五
名

自

費

生

五

名

※
志
願
者
の
資
格

A
新
制
高
校
卒
業
又
は
卒
業
見

込
者

B
年
令
昭
和
三
十
三
年
三
月

三
十
一
日
現
在
二
十
才
未
満

の
者

「
ぃ
身
長
一
米
四
十
七
輔
倍
以
上
体

重
四
十
三
冠
以
上
の
者

け
身
体
強
健
、
志
操
堅
固
、
品

行
方
王
の
者

R
配
偶
者
の
な
い
者

F
在
学
中
学
院
の
寄
宿
舎
に
入

舎
で
き
る
者

μ

詳
細
に
っ
さ
ま
し
て
は
係
に
お

尋
ね
下
さ
い
ι

一===一E一一一=一一一一一三一三一言EE=一言一一一一ニ口一一一一=E

計
世一一回

を

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
釆
ま
す
。
一
一

L

も
ち
ろ
ん
家
族
計
画
に
は
不
一
三
一

妊
娠
の
治
療
も
含
ま
れ
る
こ
と
で
[
一

は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
一

終
戦
後
全
国
的
に
非
常
な
勢
一

い
で
流
行
し
た
人
工
妊
娠
中
絶
一

は
障
害
の
多
い
こ
と
が
よ
ー
や
一

く
認
識
さ
れ
こ
の
中
絶
か
ら
母
一

性
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
が
大
一

き
く
浮
び
上
っ
て
き
ま
し
た
。
一

ど
こ
の
家
庭
に
お
い
て
も
い
一

つ
も
考
え
悩
ん
で
い
る
こ
と
の

一
つ
は
、
正
し
い
受
胎
調
節
の

方
法
を
知
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す。
こ
の
受
胎
調
節
は
正
し
い
技

術
を
身
に
つ
け
夫
婦
の
絶
た
い

的
な
協
力
理
解
が
な
け
れ
ば
全

〈
成
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
ζ

と
で
も
御
遠
慮
な

く
役
場
や
出
張
所
の
保
健
婦
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

大
川
保
健
所
で
も
指
導
致
し

ま
す
。受

胎
調
節
の
確
信
が
な
く
各

自
が
悩
み
心
の
中
に
持
ち
続
け

て
い
る
不
安
を
一
日
も
早
く
解

決
し
文
化
的
な
明
る
い
生
活
を

築
く
た
め
正
し
い
家
族
計
画
の

推
進
を

r

計
り
ま
し
ょ
う
。

J 、
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重お連関議

り

災

f璽主

!)丈障連

の

金

間二『

日月2鶴自 ~12月 2 日

良(毎耳一回発行)昭和32年11月20日
土

⑨昨年全国の火災原因の大部分はタバコ煙突こんろ焚火等我等日常生活に直結したものが大部分です

⑨これらはもょっとした注意さえあれば防げるものばかりです火の取扱い火気設備に注意致しましょ 7 

十三

月i
農E
林z
f乍E

は
出
来
る
だ
け
早
く
施
す
必
要

が
あ
る
c

尚
価
格
の
安
い
麦
で

あ
る
の
で
出
来
る
だ
け
自
給
肥

料
を
使
用
し
て
生
産
貨
を
低
減

す
る
世
間
努
め
て
下
さ
い
。

t
O果
樹

欣
穫

温
州
は
十
一
月
に
大
半
を
終

っ
た
事
と
思
わ
れ
る
が
着
色
の

極
端
に
惑
い
も
の
は
今
月
に
至

っ
て
も
止
む
を
得
な
い
が
遅
く

と
も
五
日
迄
に
終
る
こ
と
、
之

以
後
に
な
る
と
霜
警
も
多
く
浮

皮
と
な
り
品
質
が
落
ち
貯
蔵
カ

が
劣
る
。

次
に
収
穫
の
適
期
調
査
を
み

る
と

果

賓

の

貯

蔵

果
実
の
生
産
は
年
々
培
加
さ

れ
つ
L
あ
る
現
在
価
格
の
安
定

を
図
る
上
に
も
貯
蔵
の
必
要
性

は
多
分
に
あ
る
。
従
来
の
密
柑

は
取
れ
ば
之
を
全
部
貯
蔵
し
其

の
中
か
ら
順
次
色
付
の
良
い
も

の
か
ら
出
荷
し
て
い
た
が
之
は

不
合
理
で
あ
り
貯
蔵
果
に
適
し

た
「
い
、
ょ
、
の
」
級
の
果
実

を
適
期
に
丁
寧
に
採
牧
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
尚
次
表
を
参
考

に
し
て
適
不
適
を
判
断
願
い
た

、v
従

経

四
、
ニ
ハ

四
、
三
五

四
.
七

O

四
、
六
五

四
、
九
四

五、

O

一

五、

O
九

五
、
二

O

五
、
二
五

五
、
二
八

五
、
二
七

重

要
因
て

O
八

五

二

四

O

六
一
、
四

O

七
四
、
四

O

八
一
、

o
c

九
一
、

0
0

九
八
、
六

O

一
一
三
、
二

O

一
二
二
、
六

O

一O

入、。。

一
一
二
、

0
0

(
ロ
)
採
取
前
期
の
気
象
条
件
と

腐
敗
率

気

象

条

件

腐

敗

率

降
雨
中
に
採
蚊
一
七
、
八
%

降
雨
後
五
時
間
径
っ
て
採
収

一O
、
九

12月工58

2.88% 
工3.82

12月10日
3.26% 
工5.33

ユ2月58

0.925ぢ
15.27 

?出、

30.0% 

み
21.0% 

の

11.65ぢ

(27年)

よ

7.8% 

~ 

民主E

E乏

林

産

物

口
口口

評
よ』
コ三三

⑮自 11月25日

至 12月2 5日は

狂犬病操防月間です

一
、
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

X
ノ。

二
、
犬
の
登
録
、
生
後
九
十
一
日
以
上
の

犬
を
所
有
し
、
又
は
管
理
し
て
い
る

人
は
必
ず
年
一
田
市
町
村
役
場
に
登

、
録
し
、
鑑
札
の
交
付
を
う
け
て
下
さ

、ν

一
一
一
、
予
防
注
射
、
生
後
九
十
一
日
以
上
の

犬
を
所
有
し
、
又
は
管
理
し
て
い
る

人
は
必
ず
そ
の
犬
に
年
二
回
の
予
防

注
射
を
う
け
て
下
さ
い
。

っ
た
。

一
公
明
選
挙
は
推
進
す
る
。

二
選
挙
違
反
は
出
さ
ぬ
様
に
し

L
4
kノ。

三
候
補
者
や
運
動
員
の
自
覚
を

望
む
。

四
婦
人
層
、
青
年
層
が
推
進
カ

と
な
れ
。

L 

民ーー

殺虫01
49.7% 
47.6 

81.9 
64.8 

23.3 

ヤノホに対する機械泊乳剤混用試験

供試薬剤 調査虫数

<'i/ン油乳JiflJ2 %単用区 4 8 1
<' i/2%+DN乳1'f!J1.0∞倍 418
<'i/:/ 2 %+DDT EOO倍 506
<'i/Y2%十パラチオン1.00::;倍 488

無撒布 5・2 7 

三
年
連
続
の
豊
作
の
稔
り
の
秋
一
日
の
両
日
高
校
の
講
堂
で
行
い

を
向
え
優
秀
な
産
物
が
多
量
に
で
ま
す
。
尚
出
口
聞
の
申
込
は
十
二

麦

の

遅

播

封

策

貯

蔵

の

予

曲

目

一

山

収

穫

さ

れ

た

事

と

思

い

ま

す

。

一

月

五

日

迄

に

各

出

張

所

え

出

し

平

担

部

に

於

け

る

麦

播

の

適

採

牧

後

直

ち

に

貯

蔵

庫

に

い

一

口

問

評

会

も

三

年

目

f
向
え
ま
一
て
下
さ
い
。

期

は

大

体

十

一

月

未

迄

で

あ

る

れ

な

い

で

一

一

一

J
五
日
笠
共
の
ま
一
し
た
本
年
こ
そ
は
俊
一
決
品
を
多
一
現
口
聞
は
十
一
日
中
に
出
張
所

が
作
業
の
都
合
で
十
二
月
に
入

L
屋
内
の
日
陰
に
静
か
に
並
べ
一
数
出
品
し
て
下
さ
い
。
一
ぇ
持
参
し
て
下
さ
い
。

っ

て

行

わ

れ

る

場

合

は

左

記

の

果

皮

か

ら

水

分

主

二

!

四

Mm
程
一
期
日
は
十
二
月
十
三
日
十
四
一

注
意
を
す
る
こ
と
。
度
失
わ
れ
て
果
皮
が
い
く
ら
か
一
三
=
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
=
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
=
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
言
言
言
三
三
言
三
三
三
三
三
三
弓
↓
 

1よ
大
体

f十一
百
五
月E
子Z五
日

E以
萎

君

れ

た

長

状

態

営

に

な

2つた
存
時
入
左
庫E一
三
十
主
二
月
の
良
耐
議
械
詰
油
乳
詰
剤
の
島
撒
布

?J一J一iiiiii.i|||l|||||i|J一

後

三

日

還

れ

る

毎

に

種

子

を

一

し

た

方

が

果

皮

に

弾

力

性

を

持

一

は

絶

対

に

訂

必

%

困

要

芦

て

あ

る

之

は

防

孟

率

労

4

9

2

一

合
増
量
す
ず
ノ
る
こ
と
ο

ち
入
庫
時
の
傷
み
が
か
工
;
一
寒
と
共
に
介
殻
虫
、
豆
、
ソ
二
一
姑
日
阻
白
白
一

品

種

目

出

し

播

と

す

る

過

乾

す

る

と

萎

れ

す

ぎ

ぶ

れ

一

の

駆

除

に

効

果

が

大

き

し

一

一

)

一

}

一

之

に

よ

り

十

日

位

の

遅

れ

は

回

価

値

が

低

下

す

る

か

ら

注

意

す

一

用

量

は

油

分

二

!

一

二

%

の

も

ニ

j
w切
税
務
場
形
初
一

程

げ

石

印

刷

出

け

る

一

一

-
V械
油

乳

剤

の

撒

布

一

れ

れ

M
V五
百
倍
の
濃
度
一
一
)
智
治
日
明
認
一

時

に

蒔

く

。

今

年

は

夏

期

曇

天

多

雨

の
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害
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五

又

逆

に
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り

に

低
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の

時

に

一

一

ャ
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に

ゆ

樹

立

一

一

、

深

耕

f

尿

を

元

肥

と

し

て

施

す

こ

と
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瓦

町

宮

誌

も

充

分

に

実

施

出
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一

薬

害

が
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く

又

病

虫

害

被

害

樹

一

一
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一

樹

の

地

上

部

の

生

育

を

左

右

二

、

麦

の

年

内

肥

培

管

理

ず

又

定

施

し

た

所

で

も

湿

度

が

一

ぺ

一

委

し

た

も

の

に

薬

害

が
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一

一
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概

動

川

口
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比

五

一

す

る

も

の

が

根

で

あ

る

事

は

云

十

二
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は
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二

葉

の

伸
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期
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葉
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一
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と

な

九

月

一

日

四
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五

七

警

が

多

か

っ

た

様

で

あ

る

か

ら

一

撒

布

一

一

刻

日

日

一

う

ま

で

も

な

い

。

深

耕

ー

を

行

い

る
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の
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を
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日
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を
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什
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な
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弱

く
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日
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韓

首

し

た

所

程
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ぃ
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す
る
事
と
な
る
の
で
是
非
行
い

酸

性

等

の

害

を

受

け

て

そ

十

二

月

一

日

六

二

ハ

一

一

七
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鶴

欝

機

護

機

!

其

の

効

果

減

退

一

た

い
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の

た

め

に

雪

量

促

進

の

白

砂

十

百

六

、

六

九

初

日

欝
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議

機

麟

欝
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ダ
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離
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害

時

期
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的

で

中

旬

に

中

耕

を

行

い

中

、
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引
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引

削
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機

種

機

撃

度

カ

高

し

従

一

気

温

は

高

い

方

が

殺

虫

力

高

伊

三

、

祖

皮

削

り

2
2諮問
阻
止
司

H5Hr--一

宮

即

日

明

い

目

撃

畿

都

騒

い

は

抗

日

日

一

け

日

刊

誌

訪

問

一

凶

器

拍

手

同

日

は

け

い

は

れ

よ
い
信
踏
も
行
う
。
一
か
と
浮
皮
現
象
に
よ
り
果
実
は
一
糊
酬
は
日
引
も
ぎ
一
九
点
何
日

f
持
特
必
購
麟
ふ
弘
正
級
機
麟
麟
鱗
D
D
T
を
加
用
一
再
開
肌
閉
山
肘
討
対
計
五
一
時
期
を
遅
ら
す
事
も
必
要
で
あ
一
虫
を
駆
除
す
る
の
で
あ
る
が
側

麦
の
施
肥
は
普
通
元
肥
に
硫
一
大
き
く
な
っ
て
辻
は
減
る
。
一
鉄
で
果
実
に
損
傷
三
一
一
、
八
百

m
m

吋

天

川

一

麟

機

織

吋

J

…
…
川
一
戸
繍
離
職
騒
し
、
雨
の
多
い
一
支
え
な
い
。
遅
く
な
る
と
花
す
一
る
か
ら
園
の
状
態
宣
く
要
一
枝
の
分
岐
部
等
も
て
い
ね
い
に
一

雪
一
丁
四
賀
、
喜
一
七

1
八

賢

一

又

遅

く

迄

事

樹

勢

が

弱

一

果

梗

の

長

い

も

の

(

輸

長

)

穫

笑

一

騎

鱒

鱗

関
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一
…
川
一
編
闘
機
繍
繍
縄
問
幽
場
合
は
単
用
す
一
が
悪
く
な
る
の
で
遅
く
と
も
ご
し
て
何
を
重
点
に
す
べ
き
か
を
一
削
り
取
っ
て
焼
却
を
守
っ
。
一

一
時
四
出
一
見
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一
十
一
月
二
十
六
日
よ
り
十
二
一
防
火
水
そ
う
も
国
庫
補
助
の
も
-
を
早
く
発
見
し
て
、
ど
こ
そ
こ
-
呂
場
等
火
を
取
扱
う
箇
所
一
練
に
よ
る
火
災
予
防
思
想
一
五
候
補
者
の
部
落
推
薦
は
止
め
し
つ
L
あ
る
事
を
大
変
心
強
く
一
感
じ
た
が
、
民
主
政
治
の
健
全
一
ひ
そ
ん
で
い
る
。
一

一
二
日
迄
の
一
週
間
を
全
国
秋
一
と
に
年
々
増
加
さ
れ
、
一
一
千
年
一
火
災
と
要
点
を
郵
便
局
の
方
え
一
の
点
検
を
行
い
防
火
ポ
ス
一
の
向
上
、
機
桝
器
具
の
整
一
ょ
う
(
推
薦
し
た
責
任
が
あ
感
じ
た
。
一
な
発
発
の
た
め
に
公
明
選
挙
は
一
四
、
機
械
油
乳
剤
の
撒
布
一

一
季
火
災
予
防
週
間
と
し
て
色
々
一
櫛
生
、
黒
田
に
三
十
一
年
度
に
一
通
知
し
て
下
さ
い
。
局
の
方
で
一
タ
ー
を
点
符
致
し
ま
す
か
一
備
点
検
を
行

3J

一

る

と

い

う

理

由

で

個

人

の

白

こ

れ

が

一

般

有

権

者

に

侵

透

一

国

民

運

動

と

し

て

盛

り

上

ら

せ

一

一

一
一
:
な
行
事
が
展
開
一
妻
、
下
菜
、
黒
田
、
青
島
一
は
直
ち
に
関
係
方
面
え
連
絡
し
一
員
協
カ
下
計
。
了
一
一
、
十
二
月
一
一
日
一
由
意
志
が
束
縛
さ
れ
る
)
す
る
に
は
容
易
な
ら
ぬ
も
の
を
一
た
い
も
の
で
あ
る
。
↑
勢
定
及
び
粗
皮
削
り
が
終
る
一

平
千
で
さ
れ
る
事
と
な
一
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
、
三
十
二
年
一
て
頂
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一

2
消
防
自
動
車
三
台
を
も
っ
一
1
各
分
自
γ
プ
要
員
を
召
一
六
選
出
し
た
議
員
を
支
援
し
監

i
j
i
g
-
-
E
E
E
l
s
i
-
-次
に

控

室

型

車

を

一

一

主

ず

っ

て

お

り

ま

す

一

度

七

ケ

所

設

置

の

計

蓄

を

以

つ

一

尚

秋

季

火

災

子

防

宣

伝

の

行

一

て

マ

イ

ク

利

用

町

内

防

火

一

手

!

時

半

よ

り

操

竺

視

激

励

す

る

こ

と

。

一

」

行

い

残

っ

て

い

る

カ

イ

ガ

ラ

虫

一

一

本

年

は

特

に

一

て

国

補

の

内

一

Z
得

着

工

準

備

一

事

と

し

て

当

町

消

防

団

は

左

記

一

子

防

宣

伝

を

行

う

。

一

訓

練

剖

訂

行

う

。

一

七

政

治

と

生

活

が

直

結

す

る

事

一

の

駆

除

を

行

う

0

時
期
は
早
い
一

一
上
最
「
早
期
通
報
が
一
を
急
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
の
行
事
を
行
い
草
す

0
7
3毎
に

於

て

放

水

訓

一

一

を

自

覚

す

る

様

政

治

教

育

が

一

貫

ぺ

十

二

月

い

っ

ぱ

い

に

行

一

一
り
鞠
少
な
い
損
害
」
一
そ
の
反
面
火
災
は
年
々
増
加
一
一
、
十
一
月
二
十
六
日

I
i
!
i
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i
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j
i
i
J必要莞警号T守よ三:〉こ1-Z。
-

一

う

と

良

い

。

遅

く

と

も

一

月

中

一

一

44
活

同

時

一

括

民

主

計

四

時

一

!

日

駐

日

立

青

年

婦

人

会

い

か

推

進

力

と

な

れ

平

日

刊

誌

註

品

一

匂

需

品

M
け
れ
!
な

一

災

通

前

日

制

同

一

日

目

白

紅

白

日

時

ア

ド

闘

に

懸

垂

幕

と

掲

示

一

公

明

選

奉

一

干

し

あ

い

運

動

一

れ

れ

持

引

い

γ
天

一

位

計

げ

M
M州
諸

時

一

す

る

事

を

目

的

一

度

と

同

件

数

と

な

っ

て

憂

慮

さ

一

幕

を

利

用

し

て

早

期

発

見

一

本

町

選

挙

管

現

委

員

会

で

は

候

の

関

係

で

集

り

の

少

な

い

所

一

数

を

減

じ

時

に

は

崎

形

果

も

出

一

[

史

骨

粗

叱

て

お

り

ま

石

て

い

る

現

況

で

ほ

と

ん

ど

不

一

通

報

を

依

頼

、

町

民

の

防

一

去

る

九

月

二

十

四

日

か

ら

十

月

も

あ

っ

て

効

果

R

E

t

-

来
る
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。

五

州

ノ

堂

内

す

一

注

意

に

よ

る

出

火

を

出

し

て

お

一

火

思

想

の

向

上

を

計

る

一

十

一

日

ま

で

の

間

公

民

舘

還

で

が

、

今

回

の

話

合

い

に

於

五

、

園

内

の

清

掃

一

f
j
J
施
幹
一
日
認
識

7
1す
。

一

一

一

、

十

二

月

一

日

一

で

霊

園

と

話

し

合

い

を

行

っ

た

V
T団
婦

人

会

等

に

於

て

収

穫

も

終

り

雲

市

も

終

る

と

一
れ
長
浜
町
に
お
い
て
も
旧
来
の
一
志
互
に
一
人
/
¥
が
火
災
に
一
1
午
前
七
時
全
分
団
一
斉
k

一

各

地

区

と

も

熱

心

に

話

合

い

は

政

治

教

育

を

相

当

学

習

の

形

圏

内

の

掃

除

を

行

い

落

葉

等

を

一
腕
用
ポ
ン
プ
に
変
る
可
機
動
力
一
対
す
る
認
識
を
深
め
火
の
取
扱
一
火
災
模
占
ゼ
ナ
イ
レ
ン
を
吹
一
が
進
め
ら
れ
J

多

数

の

意

見

が

に

於

て

話

し

合

い

が

推

め

ら

れ

地

中

に

深

く

埋

没

す

る

か

焼

却

-
ポ
ン
プ
に
切
替
え
ら
れ
各
分
間
一
残
火
整
理
等
に
充
分
注
意
し
て
一
鳴
し
団
員
又
は
班
長
を
召
一
出
た
が
主
な
意
見
を
ま
と
め
て
つ
L

あ

る

事

を

知

り

、

本

運

動

じ

て

来

年

の

病

害

虫

発

生

源

を

一

共

に

動

力

化

さ

れ

そ

れ

に

伴

い

-

火

災

を

起

さ

な

い

よ

う

又

出

火

一

集

各

家

庭

の

か

ま

ど

、

風

一

見

る

と

次

の

よ

う

な

も

の

で

あ

推

進

の

上

に

大

き
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